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はっ 前進的確率方程式と言われるものであり,詳 しくは, ｢ある時刻 t｡(t0--∞でも
よい )である状態にあった時のその後の時刻 と>王｡ での条件つき確率｣の従 う方程式




得るし, 2つの時刻 と1,と2 で条件づけられた時の ∠1<とく と2における確率分布の従
う方程式では時間の対称性は回復する｡H定理において前進方程式 を採用することがご
く自然 と思えるところにH定理の意義があると言えようO渡辺氏によればH定理は ｢認




で定義され情報量 と関係づけられるo (ここでは古典力学に限定するO) しかしこのS
紘,Pが Liouvile方程式 に従 う限り時間的に不変であるo すなわち出発点で与えられ
たIl空間のある体積は時間とともにその形 を変えながらIl空間を巡 り歩 くが,その体積
は不変であるということであるD(保測性) 従 ってS増大ということを示すには粗視化
という操作が必要となる.,Il空間を体積 AIlの細胞に分割 し,各細胞内では一様に均 ら
された ｢粗視化 された密度｣石をとり,粗視化されたエン トロピ一
首…-1首In首dIlニー Jpln7dT
を導入する｡ この細胞化 という操作は, 6N変数の函数 として表わされる,いくつかの
巨視変数の空間-の射影で記述することに対応すると考えればよいoこの時. i-0で
は言(o)-p(o)(例えば初期集団としてひとっの細胞 を採用すればよいo) とすればS(i)
≧S(o)が示 される｡ しかしながらこの粗視化 とい う操作だけではエン トロピー増大 には
つながらない｡もし初期細胞が時間 とともに巡 り歩 く際にその形が大 して変らず,常に
せいぜい数個以内の細胞にしかまたが っていないような仕方では,いかに全r空間をく
まなく巡 り歩く(ェルゴー ド性 )としてもS(項ま増大 しないo変形されていく初期細胞
が全体積を保ちながらも,またがる細胞の数がどんどん増えていく,例えば細 く細 くひ
き延ば されていくような仕方でないと増大 しない｡ この時には粗視化された密度では,
どんどん うすめられていくのであるo (これが t--で一様になる時,混合的と言われ
るo)従 ってアンサンブル理論でのH定理では,粗視化 という操作とともに,個々の力
学系の性質である混合性が重要な役割 を果 していることになるnよく例に出されるパイ



















































ブ ラ ッ ク ホ ー ル の熱 力 学
広島大理論研 冨 松 彰
星が重力崩壊を引き起して,その外側に特異点を残さずにブラックホール (B.H.)
を形成 したとしようD一般相対論によれば,このB.H.の外側の重力場を記述するパラ
メーターはその質量M,角運動量J,荷電Qだけになってしまう｡ B.H.の内部は観測
不能であり,重力崩壊してしまった星の物理状態を識別することはできないためであるO
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